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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成31年2月28日(2019.2.28)

【公表番号】特表2018-506259(P2018-506259A)
【公表日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-008
【出願番号】特願2017-555843(P2017-555843)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   3/155    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ    3/155    　　　Ｗ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成31年1月15日(2019.1.15)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スイッチング電源であって、
　それぞれの並列分岐が、２つの直列に接続された制御可能なスイッチ（１１０、１１２
）と、前記２つのスイッチ（１１０、１１２）と出力ノード（１５０）との間に接続され
たコイル（１４１）とを備える、複数の並列分岐（４０１、４０２、４０３）と、
　前記並列分岐の前記出力ノードと地面（１５４）との間に接続されたキャパシタ（１５
２）と、
　並列分岐のコイル（１４１）を通って流れる電流（ｌ1）が、５Ａより大きい第１の電
流値に達するときに、前記並列分岐の第１スイッチ（１１０）が導通状態から非導通状態
へ切り換えられるように、そして、前記並列分岐の前記コイルを通って流れる前記電流が
、０Ａより小さい第２の電流値に達するときに、並列分岐の第２スイッチ（Ｓ2）が導通
状態から非導通状態へ切り換えられるように、それぞれの並列分岐（４０１、４０２、４
０３）の前記２つの直列に接続された制御可能なスイッチ（１１０、１１２）を切り換え
るように構成されたコントローラー（１６０）と、
　フィルターキャパシタ（４１２）と、フィルターコイル（４１０）とを備え、それぞれ
の並列分岐の入力ノード（１０８）が、前記フィルターキャパシタ（４１２）の第１端子
（５００）と、前記フィルターコイル（４１０）の第１端子とに接続されるように、前記
複数の並列分岐（４０１、４０２、４０３）の上流に接続され、前記フィルターキャパシ
タ（４１２）の第２端子（５０２）は接地端子（４２２）と接続され、前記フィルターコ
イル（４１０）の第２端子は、前記スイッチング電源の入力ノード（４２０）に接続され
る、ＬＣフィルター（４１０、４１２）であって、前記フィルターキャパシタ（４１２）
は、第３端子（５０３）をさらに備え、前記第３端子は、前記第２端子（５０２）に接続
された細長いリード線を備え、少なくとも部分的（５０３）に前記第１端子（５００）の
隣に配置される、ＬＣフィルター（４１０、４１２）と、
　前記フィルターキャパシタ（４１２）は、回路基板（５６０）の一方側に配置され、前
記スイッチと前記コイルは、前記回路基板（５６０）の他方側に配置され、前記フィルタ
ーキャパシタ（４１２）の前記第１端子は、前記回路基板（５６０）を貫通する穴（５６
２）を通って延び、接地回路を備える前記フィルターキャパシタ（４１２）の前記第３端
子（５０３）は、前記回路基板（５６０）の前記一方側に、前記穴（５６２）の隣に配置
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され、そして、前記並列分岐の前記第２スイッチ（Ｓ2、Ｓ4、Ｓ6）の１つ又はいくつか
の接地端子は、前記回路基板（５６０）を通って延び、前記フィルターキャパシタ（４１
２）の前記第３端子（５０３）に接続される回路基板（５６０）と、を備える、スイッチ
ング電源。
【請求項２】
　前記第１の電流値が、９Ａと１２Ａの間であり、前記第２の電流値が、－０．２Ａと－
２Ａの間である、請求項１に記載するスイッチング電源。
【請求項３】
　それぞれの並列分岐の少なくとも前記第２スイッチ（１１２）が、並列に接続され、０
Ａよりも小さい電流が、ダイオードを通って流れることができるように分極されている前
記ダイオード（１１３、１２３、１３３）を備える、請求項１又は請求項２に記載するス
イッチング電源。
【請求項４】
　前記コントローラー（１６０）は、並列分岐の前記第２スイッチを導通状態から非導通
状態に切り換えた後、デッドタイム（２００）の分、遅延させて、前記並列分岐の前記第
１スイッチ（１１０）を非導通状態から導通状態へ切り換えるように更に構成され、前記
デッドタイムは、１００ｎｓよりも大きく、１μｓよりも小さい、請求項１ないし請求項
３のいずれかに記載するスイッチング電源。
【請求項５】
　前記コントローラーが、前記別の並列分岐の前記スイッチ（１２１、１２２）を、時間
的にオフセットさせて、前記並列分岐の前記スイッチ（１１０、１１２）に切り換えるよ
うに、前記並列分岐や前記別の並列分岐の前記コイルを通って流れる電流が時間的な一点
において異なるように構成される、請求項１ないし請求項４のいずれかに記載するスイッ
チング電源。
【請求項６】
　ｋ個の並列分岐が構成され、ｋは２以上であり、前記コントローラー（１６０）が、１
サイクル内に前記スイッチのスイッチオフ時間が許容範囲内で等しく分配されるように、
前記ｋ個の並列分岐の前記スイッチを時間的にオフセットさせて動かすように構成され、
１サイクルは、前記第１の電流値で開始し、前記同じ並列分岐について、時間的に連続す
る第１の電流値で終わり、前記許容範囲は、サイクル長さをｋ回で割ったものの±１０％
に等しい、請求項１ないし請求項５のいずれかに記載するスイッチング電源。
【請求項７】
　前記並列分岐（４０１、４０２、４０３）と、前記キャパシタ（１５２）が、２ｋＷよ
り大きい電力が前記出力ノード（１５０）において出力されうるように形成された、請求
項１ないし請求項６のいずれかに記載するスイッチング電源。
【請求項８】
　それぞれの並列分岐の前記２つのスイッチが、積層型のトランジスタとして構成され、
並列分岐の前記第２スイッチのエミッタ又はソース・メタライゼーション（３２２）は接
地ノードに接続され、コレクタ又はドレイン・メタライゼーション（３２３）は、並列分
岐の前記第２スイッチの半導体の後側で、並列分岐の前記第２スイッチのエミッタ／ソー
ス・メタライゼーション（３０２）の上に積層されており、且つ前記並列分岐の前記コイ
ル（１４１）に接続され、前記第１スイッチの半導体の後側のコレクタ又はドレイン・メ
タライゼーションは、入力端子（３０３）を示す、請求項１ないし請求項７のいずれかに
記載するスイッチング電源。
【請求項９】
　前記フィルターキャパシタ（４１２）の前記第３端子が、それぞれの並列分岐（４０１
、４０２、４０３）の前記第２スイッチの端子（３２２）に接続され、前記並列分岐の前
記第２スイッチの制御端子ではないそれぞれの並列分岐の前記第２スイッチの他の端子は
、前記第１スイッチに接続される、請求項１に記載するスイッチング電源。
【請求項１０】
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　前記複数の並列分岐の前記コイル（Ｌ1、Ｌ2、Ｌn）が強磁性体上に配置され、それぞ
れのコイルが、空隙（８２０、７１２）を備える強磁性の棒（７０１、７１１、７２１、
８０１、８０３、８０４、８０５、８０６）を横切ってのびて、磁力線にインバウンドパ
スを設けるようになっており、空隙のない強磁性棒（７４０）、又は、反対方向に巻かれ
た又は反対の巻線極性をもつ隣接したコイルを備える磁力線（７４０、８０１、８０３、
８０５、８０２、８０４、８０６）のためのアウトバウンドパスが、さらに構成される、
請求項１ないし請求項９のいずれかに記載するスイッチング電源。
【請求項１１】
　それぞれ、又は少なくとも２つの並列分岐（４０１、４０２、４０３）の内部に、電流
センサー（１４６、１４７、１４８）を更に備え、それぞれの電流センサーは前記コント
ローラー（１６０）に接続され、且つそれぞれの電流センサー（１４６、１４７、１４８
）は前記第１の電流値と前記第２の電流値を検知するよう構成される、請求項１ないし請
求項１０のいずれかに記載するスイッチング電源。
【請求項１２】
　それぞれの並列分岐は、２つの直列に接続された制御可能なスイッチ（１１０、１１２
）と前記２つのスイッチ（１１０、１１２）と出力ノード（１５０）との間を接続するコ
イル（１４１）とを備える複数の並列分岐（４０１、４０２、４０３）と、前記並列分岐
の前記出力ノードと地面（１５４）との間に接続されたキャパシタ（１５２）と、フィル
ターキャパシタ（４１２）とフィルターコイル（４１０）を備え、それぞれの並列分岐の
入力ノード（１０８）が、フィルターキャパシタ（４１２）の第１端子と、前記フィルタ
ーコイル（４１０）の第１端子に接続されるように、前記複数の並列分岐（４０１、４０
２、４０３）の上流に接続され、前記フィルターキャパシタ（４１２）の第２端子が、接
地端子（４２２）に接続され、前記フィルターコイル（４１０）の第２端子が、スイッチ
ング電源の入力ノード（４２０）に接続されるＬＣフィルター（４１０、４１２）であっ
て、前記フィルターキャパシタ（４１２）は、第３端子（５０３）をさらに備え、前記第
３端子（５０３）は、前記第２端子（５０２）に接続された細長いリード線を備え、少な
くとも部分的に（５０３）前記第１端子（５００）の隣に配置されるＬＣフィルターと、
回路基板（５６０）であって、前記フィルターキャパシタ（４１２）は前記回路基板の一
方側に配置され、前記スイッチと前記コイルは前記回路基板の他方側に配置され、前記フ
ィルターキャパシタ（４１２）の前記第１端子は前記回路基板（５６０）を貫通する穴（
５６２）を通って延び、接地回路を備える前記フィルターキャパシタ（４１２）の前記第
３端子（５０３）は、前記回路基板の前記一方側に、前記穴（５６２）の隣に配置され、
そして、前記並列分岐の第２スイッチ（Ｓ2、Ｓ4、Ｓ6）の１つ又はいくつかの接地端子
は、前記回路基板（５６０）を通って延び、前記フィルターキャパシタ（４１２）の前記
第３端子（５０３）に接続されている回路基板（５６０）と、を備えるスイッチング電源
の操作方法であって、
　前記方法は、前記並列分岐のコイルを通過する電流の流れが、５Ａより大きい第１の電
流値に達するときに、前記並列分岐の第１スイッチが導通状態から非導通状態へ切り換え
られ、前記並列分岐のコイルを通過する電流の流れが０Ａより小さい第２の電流値に達す
るときに、前記並列分岐の第２スイッチが、導通状態から非導通状態へ切り換わるように
、それぞれの並列分岐の前記２つのスイッチを制御するステップを含む、スイッチング電
源の操作方法。
【請求項１３】
　前記導通状態から前記非導通状態へ並列分岐の前記第２スイッチを切り換えた後に、前
記並列分岐の前記第１スイッチをデッドタイム（２００）分、遅延させて、非導通状態か
ら導通状態へ切り換えるステップであって、前記デッドタイムが１００ｎｓより大きく、
１μｓよりも小さいステップと、
　前記導通状態から前記非導通状態へ前記第１スイッチを切り換えた後に、並列分岐の前
記第２スイッチをデッドタイム（２００）分、遅延させて、非導通状態から導通状態へ切
り換えるステップであって、前記第１スイッチの前記導通状態から前記非導通状態への前
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記切り換えの後に続く前記デッドタイムは、並列分岐の前記第２スイッチの前記導通状態
から前記非導通状態への前記切り換えの後に続く前記デッドタイムと等しい、又は、前記
デットタイムと異なり、且つ１００ｎｓから１μｓの範囲にあるステップと、を更に備え
る、請求項１２に記載するスイッチング電源の操作方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　述べたように、並列分岐及び別の並列分岐のコイルを流れる電流は異なるので、図１の
コントローラー１６０は、並列分岐のスイッチに時間的にオフセットされる方法で、別の
並列分岐のスイッチを切り換えるように更に構成される。一般的に言えば、スイッチング
電源は、ｋ個の並列分岐が構成され、ｋは２以上であり、１サイクル内に前記スイッチの
スイッチオフ時間が等しく分配されるように、前記ｋ個の並列分岐の前記スイッチを時間
的にオフセットされる方法で、動かすように構成され、１サイクルは、例えば第１の並列
分岐について、例えば２１０のような第１の電流値で開始し、前記電流値に到達すること
の時間的に次の次のインスタンス、すなわち２１２で終了する。
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